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1.　生後１年 間に乳幼児の被服は，どんな品種が使わ

れ， その材 料は何 が用い られてい るか，製作は自家 製か

既製 であるか等について実態を調査検討 し，合理的な乳

幼児のための衣生 活はどのよ うにあるべきかを考察し，

衣生活改善の基礎 となし，また家庭科被服のカ リキ ュラ

ム編 成の資料とするものである。

2.　今回はそのうち，関東 地区 をとりあげ，昭和29年

１月より,  34年12 月迄の５年間に出生した乳幼児を持つ

337世帯 を対象 とした。調査方法は質問紙法によ り，回答

は多項選択の形式による。その結果を, 1. 被服 の品種及

び点数,   2.被服材料 の繊維及び織物別,   3.自家製品か既

製品か,  4.仕立方別( 上着 につい てのみ) の項 目に分け

て集計 を試 みた。

3.   (1)品種は37種 目に及 び,  1 軒平均 は112 点であ り

各品種 につい ては夫 々平均点数 を求 めたバ2)被服材料 を

繊維 別に分け ると木綿 がV 以上 を占め,'つい で羊毛，化

繊の順 となる。また各品種毎に織物別 の比串 が 得 ら れ

た。(3)関東地区全 体では自家製品47.3%, 既製品52.7%

であ'0, 東 京都内は，都下及び関東各県に比し既製品 の

利用度 が高いバ4)上着 の仕立方 と し て は 単76.7%, 袷

12.6%, 綿入10.7% の割 合であ るが，東京 都内 は単 が多

く，袷，綿入 の少い のが特 徴である。以上各項 目にづい

て一般的 傾向 をつかむことが出来 たので，その結果 を報

告する。


